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特別支援学校小学部・中学部学習指導要領（平成29年4月28日公示）

第２章 各教科
第１節 小学部
第１款 視覚障害者，聴覚障害者，肢体不自由者又は病弱者である

児童に対する教育を行う特別支援学校

第２節 中学部
第１款 視覚障害者，聴覚障害者，肢体不自由者又は病弱者である

生徒に対する教育を行う特別支援学校

※中学部：指導計画の作成と内容の取扱いに当たっては，
生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階等を
十分考慮するとともに，第２章第１節第１款において
特に示している事項に配慮するものとする。



視覚障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校

(3) 児童の視覚障害の状態等に応じて，指導内容を適切に精選し，
基礎的・基本的な事項から着実に習得できるよう指導すること。

(4) 視覚補助具やコンピュータ等の情報機器，触覚教材，拡大教材及び
音声教材等各種教材の効果的な活用を通して，児童が容易に情報を
収集・整理し，主体的な学習ができるようにするなど，児童の視覚障害
の状態等を考慮した指導方法を工夫すること。

(5) 児童が場の状況や活動の過程等を的確に把握できるよう配慮すること
で，空間や時間の概念を養い，見通しをもって意欲的な学習活動を
展開できるようにすること。



聴覚障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校
(1) 体験的な活動を通して，学習の基盤となる語句などについて的確な

言語概念の形成を図り，児童の発達に応じた思考力の育成に努めること。

(3) 児童の聴覚障害の状態等に応じて，音声，文字，手話，指文字等を
適切に活用して，発表や児童同士の話し合いなどの学習活動を積極的に
取り入れ，的確な意思の相互伝達が行われるよう指導方法を工夫すること。

(4) 児童の聴覚障害の状態等に応じて，補聴器や人工内耳等の利用により，
児童の保有する聴覚を最大限に活用し，効果的な学習活動が展開できる
ようにすること。

(5) 児童の言語概念や読み書きの力などに応じて，指導内
容を適切に精選し，基礎的・基本的な事項に重点を置く
など指導を工夫すること。



肢体不自由者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校

(1) 体験的な活動を通して言語概念等の形成を的確に図り，児童の障害の
状態や発達の段階に応じた思考力，判断力，表現力等の育成に努めること。

(2) 児童の身体の動きの状態や認知の特性，各教科の内容の習得状況等を
考慮して，指導内容を適切に設定し，重点を置く事項に時間を多く
配当するなど計画的に指導すること。

(5) 各教科の指導に当たっては，特に自立活動の時間における指導との
密接な関連を保ち，学習効果を一層高めるようにすること。



病弱者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校①

(1) 個々の児童の学習状況や病気の状態，授業時数の制約等に応じて，指導内容を
適切に精選し，基礎的・基本的な事項に重点を置くとともに，指導内容の連続
性に配慮した工夫を行ったり，各教科等相互の関連を図ったりして，効果的な
学習活動が展開できるようにすること。

(2) 健康状態の維持や管理，改善に関する内容の指導に当たっては，自己理解を
深めながら学びに向かう力を高めるために，自立活動における指導との密接な
関連を保ち，学習効果を一層高めるようにすること。

(3) 体験的な活動を伴う内容の指導に当たっては，児童の
病気の状態や学習環境に応じて，間接体験や疑似体験，
仮想体験等を取り入れるなど，指導方法を工夫し，
効果的な学習活動が展開できるようにすること。



病弱者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校②

(4) 児童の身体活動の制限や認知の特性，学習環境等に応じて，教材・教具や
入力支援機器等の補助用具を工夫するとともに，コンピュータ等の情報機器
などを有効に活用し，指導の効果を高めるようにすること。

(5) 児童の病気の状態等を考慮し，学習活動が負担過重となる又は必要以上に
制限することがないようにすること。

(6) 病気のため，姿勢の保持や長時間の学習活動が困難な児童については，
姿勢の変換や適切な休養の確保などに留意すること。
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